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１ 目 的 

   猪苗代町の下水道事業は、昭和５６年に着手して以来、今日まで約４１年間にわた

り整備を進めてきており、令和 3 年度末で汚水処理人口普及率 86.4％（下水道

56.6％）となっている。 

   今後は、残された地域に一刻も早く汚水処理施設を整備する必要があるが、人口減

少の時代の中、これからは整備のみではなく、改築・更新等の老朽化対策や農業集落

排水処理施設を公共下水道に統合することや適正な使用料金の設定など、持続可能な

汚水処理事業が求められている。 

   このような背景の中、今後１０年間を整備目標の一定の目処とし（中期目標）、効

果的、効率的な汚水処理事業（長期目標）を目指すことを目的とする。 

 

２ 方 針 

   中期目標では、現在の都道府県構想で下水道を整備することとしている区域につい

て、エリアを設定し、１０年概成を目指すこととする。 

   整備エリアの設定については、住民意向、将来見通し、地域特性など、地域の実情

に十分に考慮することとする。 

   長期目標では、新堀向地区と祢次地区について事業計画区域から除外し個別処理

（浄化槽区域）に移行することで、経費の節減を行い、老朽化が進む既存施設の改

築・更新及び、農業集落排水に伴う既存整備地区の運営管理の観点を含めた計画とす

る。 

なお、経営の統合は、令和 3 年度に公営企業法適用となり、経営の統合は完了して

いることから、今後は、施設の統合を検討する。 

   なお、当面は下水道について、アクションプランを策定することとする。 

 

２－３ （整備エリアの区分の設定） 

 

①  整備エリアの区分 

   現在、都道府県構想において、下水道で整備することとなっている地域を以下のエ

リアに細区分する。 

 

 

 

 

 

 

Ａ： アクションプランで整備するエリア（１０年概エリア） 

Ｂ： 可能な限りアクションプランで（１０年程度で）整備したいエリア。 

   または、アクションプランの後、最優先するエリア。 

Ｃ： 投資効果を踏まえて、アクションプラン後に順次整備するエリア。 

（下水道の整備はするが時期は未定） 

Ｄ： 当面、下水道を整備しないエリア。 

 



② 設定方針の考え方 

 各地区の設定にあたっては、地域住民、事業者への十分な説明と理解のもと、以下

の考え方を基本として行った。 

・整備エリアの設定については、４つの判定指標のみならず、住民意向、 

将来見通し、地形特性など、地域の実情に応じた数値や要因を考慮して 

行うこととする。 

  ・現状で合併浄化槽が設置されている地域（家）は、現構想で集合処理に 

位置づけられていても、整備済みと考え、Ｃ又はＤのエリアとする。 

  ・今後の下水道の整備は、①更地、②くみ取り、③単独浄化槽、のエリアを 

   基本とする。ただし、②③については、世帯構成などを総合的に考慮し、 

接続の希望のある地区に限って行うこととする。（現在、合併浄化槽が 

入っている団地等はＣ又はＤのエリアとする。） 

 

 

２－４ 低コスト手法等の検討及び人口減少に伴う事業計画区域の見直しの検討 

① リブ管を使用することでの埋め戻し材のコスト縮減（購入土から再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ） 

  ・全線で採用。→土工経費を１㎥当たり 300 円の縮減を図る。 

② 人口減少等により事業計画区域の見直しに合わせ、整備エリアの見直しを行うことで

現実的なコスト縮減を図る。 

   新堀向地区 1.7ha、祢次地区 3.28+6.80＝10.08ha 

  計△11.78ha 

 

  A、B エリアに係る令和 8 年度までの概算事業費を５２０百万円から７０百万円に見直

し４５０百万円の縮減を図る。 

 

 

２－５ 財政計画 

概算事業費                         （単位：百万円） 

 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 計 

A ｴﾘ

ｱ 

17 28 25 0 0 0 0 0 0 0 70 

B ｴﾘ

ｱ 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 17 28 25 0 0 0 0 0 0 0 70 

 



下水道ストックマネジメント事業 予定事業費           （単位：百万円） 

 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 計 

管渠 0 0 0 9 7 14 35 14 0 0 79 

処理

場 

 

59 

 

18 

 

117 

 

0 

 

47 

 

85 

 

46 

 

40 

 

201 

 

482 

 

1,095 

計 59 18 117 9 54 99 81 54 201 482 1,174 

２－６ 都道府県構想、事業計画への反映 

① 構想見直しについて 

  今回のアクションプランに基づき、今後、構想を見直す予定。 

 

② 事業計画の変更について 

  現在の事業期間が令和８年度までであるため、令和４年度に事業計画の変更を行う予

定であり、その際、都道府県構想の見直しと整合を図ることとする。 

２－７ 持続可能な汚水処理事業へ向けての中長期計画 

 ・令和３年度に公会計へ移行した。 

 ・令和１４年度頃を目標に、農業集落排水施設白津地区を公共下水道に統合する。 

 ・令和２３年度頃を目標に、農業集落排水施設金曲地区を志田浜特定環境保全公共下水

道に統合する。 

 ・人口減少等を見据え事業計画区域を見直した、適正な料金改定の想定。 



採択年度 H９
供用年度 H１３
計画人口 ９２０人
計画面積 ６５ha

凡  　　例
樋ノ口地区（集排）

採択年度 H７
供用年度 H１０
計画人口 ３７０人
計画面積 １９ha

凡  　　例
白津地区（集排）

採択年度 H１１
供用年度 H１７
計画人口 ２，７３０人
計画面積 １２０ha

凡  　　例
湖岸地区（集排）

整 備 済

各　種　区　域　界

整 備 済

A

B

C

D

処 理 区 域 界

認 可 区 域

市 街 化 区 域

都 市 計 画 区 域

自 然 公 園 区 域

（可能な限りアクションプランで整備したいエリ
ア）

集　落　排　水　施　設　等

（当面、下水道を整備しないエリア）

（投資効果等を踏まえて、アクションプラン後
に順次整備するエリア）

凡　　　　　　　　　例

１０年概成エリア区分

（アクションプランで整備するエリア）

令和４年度
10年概成アクションプラン

整備エリア区分図面
公　共　下　水　道

福　島　県　猪　苗　代　町
令和５年３月



採択年度 H７

供用年度 H９

計画人口 ４７０人

計画面積 ２１ha

凡  　　例

金曲地区（集排）

採択年度 H１９

供用年度 H２３

計画人口 ７００人

計画面積 １６ha

凡  　　例

山潟地区（集排）

整 備 済

各　種　区　域　界

整 備 済

A

B

C

D

処 理 区 域 界

認 可 区 域

市 街 化 区 域

都 市 計 画 区 域

自 然 公 園 区 域

（可能な限りアクションプランで整備したいエリ
ア）

集　落　排　水　施　設　等

（当面、下水道を整備しないエリア）

（投資効果等を踏まえて、アクションプラン後
に順次整備するエリア）

凡　　　　　　　　　例

１０年概成エリア区分

（アクションプランで整備するエリア）

令和４年度
10年概成アクションプラン

整備エリア区分図面
志田浜特定環境保全公共下水道

福　島　県　猪　苗　代　町
令和５年３月


